
　は問い合わせ先です

D o you know?

く
ら
し
の
ヒ
ン
ト
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問
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
室

　

0
２
２
―

０
７
８
３

　
（
相
談
日　

月
・
水
・
金
９
時
〜
16
時
）

お　

な　

や　

み

「
裁
判
員
制
度
と
は
？　
そ
の
１ 

」

■
軽
自
動
車
税
が
賦
課
さ
れ
る
方

　

４
月
１
日
現
在
で
、
軽
自
動
車
（
軽

四
輪
車
や
原
付
き
バ
イ
ク
、
軽
二
輪
車

な
ど
）を
登
録
し
て
い
る
方
に
、１
年
分

の
軽
自
動
車
税
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。
本

年
度
の
納
税
通
知
書
は
５
月
２
日
に
発

送
予
定
で
、納
期
限
は
５
月
31
日
で
す
。

※
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
・
名
義
変
更
手

続
き
を
行
っ
て
も
、
月
割
り
で
課
税
・

還
付
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

身
体
障
害
者
な
ど
の
方
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
で
、も
っ
ぱ
ら
通
学
や
通
院
、

仕
事
な
ど
の
た
め
に
使
用
す
る
車
両
に

つ
い
て
は
、申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
普
通
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免
を

受
け
る
場
合
、
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
請
期
限　

５
月
24
日（
木
）

●
必
要
な
物　

納
税
通
知
書
、
障
害
者

手
帳
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証
、
印
鑑

問
税
務
課　

0
２
２
―
１
３
１
３

　

地
籍
調
査
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に

つ
い
て
所
有
者
の
立
ち
会
い
の
下
、
地

番
や
地
目
、
境
界
、
面
積
を
調
査
す
る

も
の
で
す
。
昭
和
55
年
度
か
ら
調
査
を

始
め
、
こ
れ
ま
で
に
次
の
区
域
で
調
査

を
終
え
ま
し
た
。

・
白
川
、
大
鷹
沢
、
小
原
（
全
地
区
）

・
大
平
、斎
川
、越
河
、福
岡（
一
部
区
域
）

　

地
域
農
業
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
す

る
意
欲
あ
る
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の

事
業
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
対
象
団
体　

農
家
組
合
や
農
業
法
人

（
３
戸
以
上
）、農
林
業
関
係
任
意
組
合
・

団
体
（
３
戸
以
上
）、
森
林
組
合
で
、

地
域
農
林
業
の
活
性
化
へ
の
貢
献
が
期

待
で
き
る
団
体
で
す
。

●
対
象
事
業　

ほ
か
の
団
体
な
ど
か
ら

補
助
を
受
け
て
い
な
い
団
体
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

①
産
地
拡
大
推
進
型
事
業　

新
た
な
農

林
産
物
や
加
工
品
の
導
入
・
拡
大
、
地

産
地
消
・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
を
実
施
し
て
産
地
拡
大
を
図
り
、
地

域
農
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
事
業

②
集
落
環
境
保
全
型
事
業　

農
村
環
境

や
生
活
環
境
な
ど
の
保
全
に
つ
な
が
る

減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
、
有
機
農
産
物
、

環
境
保
全
活
動
な
ど
へ
の
取
り
組
み
や
、

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
に
必
要
な
事
業

③
集
落
営
農
促
進
型
事
業　

集
落
営
農

を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
団
地
化

や
、
品
質
向
上
・
省
力
化
な
ど
の
事
業

●
補
助
内
容

・
補
助
率　

ソ
フ
ト
事
業
の
場
合
は
補

助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
、ハ
ー

ド
事
業
の
場
合
は
３
分
の
１
以
内

・
補
助
限
度
額　

１
団
体
に
つ
き
50
万
円

・
補
助
期
間　

３
年
以
内

●
申
請
期
限　

６
月
29
日（
金
）

問
農
林
課　

0
２
２
―
１
２
５
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本
年
度
も
６
月
中
旬
か
ら
11
月
ご
ろ

ま
で
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
土
地

所
有
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
平
成
19
年
度
調
査
区
域

　

越
河
字
石
坊
町
な
ど
55
単
位
区
域
、

越
河
字
町
屋
敷
、
越
河
五
賀
字
平
三
郎

な
ど
３
単
位
区
域

　

児
童
手
当
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
４

月
か
ら
３
歳
未
満
の
児
童
手
当
支
給
額

が
出
生
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
律
月

額
１
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
受
給
者
が
特
段

の
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

支
給
額
が
変
更
と
な
っ
た
受
給
者
に
は
、

６
月
期
支
払
時
の
通
知
書
と
一
緒
に
、支

給
額
改
定
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
手
当
支
給

額
は
今
ま
で
通
り
で
す
。

●
改
正
後
の
児
童
手
当
支
給
月
額

①
３
歳
未
満

・
第
１
子
・
第
２
子　

５
千
円
↓
１
万
円

・
第
３
子
以
降　

１
万
円
（
変
更
な
し
）

②
３
歳
以
上
（
変
更
な
し
）

・
第
１
子
・
第
２
子　

５
千
円

・
第
３
子
以
降　

１
万
円

■
所
得
限
度
額
以
上
の
た
め
認
定
却
下

と
な
っ
て
い
た
方
へ

　

児
童
手
当
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
６

月
分
か
ら
「
平
成
18
年
分
の
所
得
額
」

な
ど
を
基
に
審
査
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
児
童
手
当
の
申
請
を
以

前
行
っ
た
際
に
、
所
得
が
限
度
額
以
上

の
た
め
認
定
が
却
下
さ
れ
て
い
た
方
で

も
、
平
成
18
年
中
の
所
得
や
扶
養
人
数

に
よ
っ
て
は
認
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
５
月
中
に
あ
ら
た
め
て
申

請
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
子
ど
も
家
庭
課
総
務
係

　

0
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２
―
１
３
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在
宅
介
護
の
知
識
や
技
術
を
習
得
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
教
室
で
す
。

●
対
象　

在
宅
介
護
を
し
て
い
る
方
や

介
護
に
関
心
の
あ
る
方
（
で
き
る
限
り

全
日
程
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

●
募
集
人
員　

15
名
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

※
昼
食
は
各
自
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
め
切
り
日　

６
月
５
日（
火
）

●
日
程
お
よ
び
実
施
内
容

・
６
月
12
日（
火
）10
時
〜
15
時

　

開
講
式
、
講
話
「
健
や
か
な
老
年
期

を
過
ご
す
に
当
た
っ
て
」、
実
技
「
日

常
生
活
に
お
け
る
介
護
の
実
際
①
」、

老
人
福
祉
施
設
見
学

・
６
月
19
日（
火
）10
時
〜
15
時

　

講
話
「
自
立
に
向
け
て
の
介
護
」、

実
技
「
日
常
生
活
に
お
け
る
介
護
の
実

際
②
」、
実
技
「
日
常
生
活
に
お
け
る

介
護
の
実
際
③
」

・
６
月
26
日（
火
）10
時
〜
15
時

　

実
技
「
家
庭
に
お
け
る
介
護
の
実
際

④
」、
実
技
「
日
常
生
活
に
お
け
る
介

護
の
実
際
⑤
」

・
７
月
３
日（
火
）10
時
〜
15
時

　

実
技
「
家
庭
に
お
け
る
看
護
の
実
際

①
」、
講
話
「
家
庭
に
お
け
る
看
護
の

実
際
②
」、
閉
講
式

●
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

●
持
参
す
る
物　

筆
記
用
具
（
動
き
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

問
長
寿
課　

0
２
２
―
１
３
６
１

　

最
近
、「
平
成
21
年
５
月
ま
で
に
裁

判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
」
と
題
し
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
と
参
加
を
呼
び
掛

け
る
広
告
を
新
聞
な
ど
で
よ
く
目
に
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
刑
事
事
件
に
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
不
安
に
思
っ

た
り
、「
私
は
関
係
な
い
」、「
断
れ
ば

よ
い
」
と
思
っ
た
り
し
て
い
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
今
月
は
、
裁
判
員
制

度
に
つ
い
て
の
疑
問
と
回
答
を
最
高
裁

判
所
、
法
務
省
、
日
本
弁
護
士
連
合
会

が
合
同
で
作
成
し
た
「
裁
判
員
制
度
が

始
ま
り
ま
す
」
か
ら
抜
粋
し
て
挙
げ
て

み
ま
し
ょ
う
。

■
裁
判
員
制
度
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
？

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
に
裁
判
員
と

し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
ま
た
、
有

罪
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か

な
ど
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら

う
制
度
で
す
。

■
な
ぜ
導
入
さ
れ
る
の
で
す
か
？

　

国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
法
律
の
専
門
家
で
は
な
い
人
た
ち

の
感
覚
を
裁
判
内
容
に
反
映
さ
せ
る
た

め
で
す
。
そ
の
結
果
、
国
民
の
司
法
に

対
す
る
理
解
と
信
頼
が
深
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
が
裁
判
に

参
加
す
る
制
度
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

■
裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
ば
れ

る
の
で
す
か
？

　

最
初
に
、
選
挙
人
名
簿
を
基
に
裁
判

員
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

　

裁
判
員
は
、
こ
の
候
補
者
名
簿
の
中

か
ら
１
つ
の
事
件
ご
と
に
、
裁
判
所
に

お
け
る
選
任
手
続
き
に
よ
り
選
ば
れ
ま

す
。

■
裁
判
員
に
な
る
た
め
に
、
資
格
は
い

ら
な
い
の
で
す
か
？

　

衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
方

（
20
歳
以
上)

で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て

誰
で
も
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
裁
判
員
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
国
家
公
務
員
に
な
れ
な
い
人
、
義
務

教
育
を
終
了
し
て
い
な
い
人
、
禁
固

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
人
、
心
身

の
故
障
の
た
め
、
裁
判
員
の
職
務
遂

行
に
著
し
く
支
障
の
あ
る
人
。

②
国
家
公
務
員
、
国
務
大
臣
、
国
の
行

政
機
関
の
幹
部
職
員
、
司
法
関
係
者
、

大
学
の
法
律
学
の
教
授
、
助
教
授
、

都
道
府
県
知
事
お
よ
び
市
町
村
長

（
特
別
区
長
も
含
む
）、
自
衛
官
、
禁

固
以
上
の
刑
に
当
た
る
罪
に
よ
り
起

訴
さ
れ
て
い
る
裁
判
中
の
人
、
逮
捕

ま
た
は
拘
留
さ
れ
て
い
る
人
。

③
審
理
す
る
事
件
の
被
告
人
ま
た
は
被

害
者
本
人
と
、
そ
れ
ら
の
親
族
・
同

居
人
な
ど
、
審
理
す
る
事
件
の
証
人

ま
た
は
鑑
定
人
に
な
っ
た
人
、
被
告

人
の
代
理
人
・
弁
護
人
な
ど
、
検
察

官
ま
た
は
司
法
警
察
職
員
と
し
て
職

務
を
行
っ
た
人
な
ど
。

④
不
公
平
な
裁
判
を
す
る
恐
れ
が
あ
る

と
裁
判
所
が
認
め
た
人
。

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
公
的
年
金

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
や
が
て

訪
れ
る
老
後
の
生
活
が
損
な
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
保
険
料
を
出
し
合
っ

て
お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
も
20
歳
に
な
る
と
国

民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は

　

親
の
援
助
な
ど
で
生
活
し
て
お
り
、

国
民
年
金
の
納
付
が
困
難
で
あ
る
と

い
っ
た
学
生
の
方
の
た
め
に
、
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
保
険
料

は
特
例
期
間
経
過
後
10
年
以
内
に
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
学
校　

大
学（
大
学
院
）、

短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校

●
申
請
に
必
要
な
物　

学
生
証
、
印
鑑

※
１
年
以
上
継
続
す
る
場
合
、
申
請
は

毎
年
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」を
ご
利
用
く

だ
さ
い

●
年
金
請
求
な
ど
に
関
す
る
相
談

　

0
０
５
７
０
―
０
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―
１
１
６
５

●
年
金
受
給
し
て
い
る
方
の
相
談
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問
大
河
原
社
会
保
険
事
務
所

　

0
０
２
２
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５
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３
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１
１

　

市
民
課
国
民
年
金
相
談
係
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▲平成19年度地籍調査実施区域

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

国
道
4
号
線

国
道
4
号
線

国
道
4
号
線

福島県福島県福島県

越河越河越河

　

４
月
か
ら
、
市
民
の
お
二
人
が
婚
姻

届
を
提
出
さ
れ
た
場
合
に
、記
念
品
と
し

て
こ
け
し
の
印
鑑「
め
ん
こ
印
」を
贈
っ

て
い
ま
す
。４
月
18
日
現
在
、９
組
の
皆

さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
対
象
要
件　

婚
姻
届
提
出
時
点
で
夫

婦
と
も
に
白
石
市
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

提
出
先
は
白
石
市
に
限
り
ま
せ
ん
。
な

お
、同
一
人
物
と
の
再
婚
は
対
象
外
で
す
。

問
市
民
課　

0
２
２
―
１
３
１
２

　

４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
は
、

春
季
農
作
業
安
全
運
動
期
間
で
す
。

　
「
慣
れ
て
い
る
か
ら
」と
い
っ
た
考
え

は
持
た
ず
、
機
械
操
作
な
ど
を
慎
重
に

行
い
、
休
憩
を
取
る
な
ど
、
事
故
の
な

い
よ
う
に
農
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
仕
事
前
に
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う

①
こ
れ
か
ら
使
う
機
械
や
道
具
の
点

検
・
整
備
は
早
め
に
行
う
。

②
定
期
的
に
休
憩
を
取
れ
る
無
理
の
な

い
作
業
計
画
を
作
成
す
る
。

③
狭
い
道
を
走
行
す
る
際
は
、
路
肩
の

状
況
を
事
前
に
確
認
す
る
。

④
ほ
場
の
出
入
り
や
あ
ぜ
越
え
は
、
適

切
な
速
度
で
慎
重
に
行
う
。

⑤
機
械
を
移
動
す
る
と
き
は
、
テ
ー
ル

ラ
ン
プ
な
ど
を
き
れ
い
に
す
る
。

●
主
催　

農
作
業
安
全
運
動
推
進
宮
城
県
本
部

問
農
林
課　

0
２
２
―
１
２
５
３

地
域
農
業
い
き
い
き
推
進
事
業
補
助

金
交
付
団
体
を
募
集
し
ま
す

平
成
19
年
度
の
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日
で
す

学
生
の
皆
さ
ま
へ

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
お
早
め
に

本
年
度
も
地
籍
調
査
を
実
施
し
ま
す

問
地
籍
調
査
室　

0
２
２
―
１
２
５
７

４
月
か
ら
３
歳
未
満
（
第
１
子
・
第
２
子
）

の
児
童
手
当
支
給
額
が
変
わ
り
ま
し
た

「
家
族
介
護
教
室
」を
開
催
し
ま
す

安
全
キ
ャ
ブ　

つ
け
れ
ば
あ
な
た
は

安
全
・
快
適
農
作
業

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
婚
家
庭
に「
め
ん
こ
印
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト


